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広島県消防保安課

地域防災力の向上に向けた
新たな取組について
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これまでの取組について①

避難の呼びかけ体制の構築
✔ 災害時に避難行動をとるには、家族や地域の人などの声掛けが有効

✔ このため、自主防災組織で、あらかじめ避難の呼びかけを行うタイミング

や方法などを決めて、災害の危険が迫ったときに、自主防災組織から地域

の住民に、避難の呼びかけを行う体制を構築する取組を推進

自主防災組織による避難の呼びかけ体制づくりマニュアル
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これまでの取組について②

マイ・タイムラインの普及促進

✔ 豪雨災害の危険が迫ったとき、自分や家族の命を守るため

の「自らの防災行動計画」であるマイ・タイムラインを作成する

取組を推進

✔ 学校におけるマイ・タイムラインを活用した防災教育や県民へ

の普及促進を推進

「ひろしまマイ・タイムライン」 「ひろしまマイ・タイムライン」を活用した防災教育
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新たな取組について

✔ 呼びかけ体制の充実（地域住民への浸透）と

✔ 個人の避難行動（マイ・タイムラインの作成）

を一体的に展開するツール

「地域防災タイムライン」 の活用を推進

地域全体の防災力の向上を目指して、

地域と個人の取組を一体的に進めるため…
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地域防災タイムラインについて

特 徴

✔ 地域で決めた避難の呼びかけ体制の重要項目を掲載

⇒ 呼びかけ体制の地域住民への浸透

✔ 個人の避難について考え、各自で記入する重要項目を掲載

個人の避難行動
に関する内容

自主防災組織の
呼びかけ体制に
関する内容
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地域防災タイムラインの展開モデル（例）

地域防災タイムラインを活用した避難訓練の実施

⇒ 避難の呼びかけと個人の避難を同時に訓練

避難の呼びかけを盛り込んだ（※）

避難訓練の企画・立案

①避難の呼びかけ

②避難所へ避難

※ 地域防災タイムラインを活用

③振り返りなど

✔ 呼びかけ体制の確認

✔ 個人の避難について検討
✔ 呼びかけ体制の見直し

など
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地域防災タイムラインの活用について

避難の呼びかけ検討シート 
 

あなたの自主防災組織について、次の内容をご検討頂き、このシートにご記入ください。 
 

 

組織名  

 

Q1.大雨が降った際に、

あなたの地域で発生す

る危険のある災害に☑

をお願いします。 

□ 洪水 

 

□ 土石流・がけ崩れ 

 

Q2.避難を呼びかける

タイミングについて、

該当するものに☑をお

願いします 

□ 警戒レベル２（大雨注意報） 

□ 大雨警報 

□ 警戒レベル３（高齢者等避難） 

□ 警戒レベル４（避難指示） 

□ その他（                        ） 

Q3.避難を呼びかける

方法について、該当す

るものに☑をお願いし

ます。 

□ 固定電話 

□ 携帯電話 

□ 戸別訪問 

□ メール 

□ アプリ（アプリ名：                   ） 

□ 防災無線 

□ その他（                        ） 

 

担当者氏名・連絡先 送付先住所 

氏 名： 

連絡先： 

〒 

 

希望部数 送付希望時期 
避難訓練実施時期 

（決まっている場合） 

部  月頃  月頃  

  

資料 

≪提出先≫ ○○市危機管理課（担当：○○） 

〒○○ 広島県○○市○○町○○番地 

TEL ○○ FAX ○○ 

上記の情報をもとに、あなたの自主防災組織の地域防災タイムラインを作成します。 

○避難の呼びかけ検討シート

✔ 避難の呼びかけを盛り込んだ避難訓練で

「地域防災タイムライン」を活用したい場合には、

県消防保安課へご相談ください。

記載内容
を反映

訓練で
活用



https://www.pref.hiroshima.lg.jp/


